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1.はじめに 
日本国内のコンビニエンスストアは 1960～70 年代に現
れ、70～80 年代にかけて現在大手と呼ばれている会社が
設立された。大手コンビニエンスストアは全国展開し、
店舗数はほぼ右肩上がりに増え、1988 年に 1 万店舗を超
え 2013 年 11 月時点では 49,146 店舗にまで増加した 1)。
一方で既存店の売上高は 2000 年前後から鈍化し、頭打ち
となっている 2,3)。その中で各社は様々なアイディアを駆
使してサービスや商品を提供してきた。その中の一つの
取り組みとして、有名人や企業などと弁当やカップ麺、
菓子などの食品の共同開発が 2000 年代初め頃からみられ
るようになった 4-10)。そして 2006 年頃から自治体や大学
生、高校生との共同開発も行われるようになり、2008 年
頃からは全国各地に広がった 11-26)。2013 年度に本学も食
物栄養学専攻学生がサークル K サンクスと弁当やおにぎ
りの共同開発をおこなったので、その取り組みを紹介す
る。 
なお今回の取り組みは、地域の活性化や県民サービスの
向上を目的として 2008 年から県が行なっている「いわて
公共サービス・マッチングシステム」を通し、大手コン
ビニエンスストアのサークル K サンクス北日本商品部よ
り本学へ依頼のあったものである。 
 
2．共同商品開発の流れ 
2-1．全体の流れ 
サークル K サンクスからの提案は、6 月、10 月、1 月の
計 3 回の商品販売をおこなう計画で、各回それぞれ 2、3
回の試食会をし、岩手県内のサークル K およびサンクス
全店で販売をする。さらに、販売終了後に売り上げ等の
結果報告会をおこない、その結果を生かして次の商品開
発をするという流れであった。 
 
2-2．立ち上げから献立提案まで 
サークル K サンクスからの依頼を受け、4 月中旬に担当
教員から食物栄養学専攻の 2 年生に対して「サークル K
サンクスとの共同商品開発の取り組み（以下、お弁当プ
ロジェクト）」についての概要を説明し参加希望者を募
ったところ、26 名中 22 名が参加の意思表示をし、最終的
に 21 名がプロジェクトメンバーとなった。 
メンバーの決定と同時に各人がお弁当をはじめとした
コンビニ商品向けの献立作成に取り組んだ。4 月末までに
弁当 18 種、おにぎり 15 種、丼 5 種、パン類 5 種、麺類 4
種、デザート 8 種、その他 6 種の合計 61 種の献立が集ま
った。 
5 月の初めにサークル K サンクスによる学生へのプロ
ジェクト説明会をおこなった（写真 1）。利用客層、他大
学での取り組み、使用できない食材などについての説明
があり、学生は客層として「30~50 歳代の男性の利用が多
い」ことと弁当には「まったく生野菜の使用ができない」
という 2 点が特に印象に残ったようであった。説明会の
後、メンバー21 名が 3 グループに分かれ、事前に作成し
ていた献立を基にサークル K サンクスへ提供する献立の
選別・修正作業をグループごとにおこなった。 
 
 
写真 1．サークル K サンクスによる説明会の様子 
 
ゴールデンウィークを利用して、各自が市場調査に取り
組み、スーパーマーケットやコンビニエンスストアで販
売しているお弁当について、価格帯や主菜の種類、生野
報告㻌
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菜の使用の有無などを調査した。 
市場調査の結果も考慮して再度献立の修正をおこない、
その修正献立を用いて学生が試作をおこなった。 
試作した献立は、弁当 3 種、おにぎり 3 種セット、丼 1
種、ライスバーガー1 種、ちまき 1 種であった。でき上が
った料理はサークル K サンクスから提供された容器に盛
り付け、写真を撮った後、各グループで試食した。そこ
で学生と担当教員から出た食材や色合い、切り方などの
意見と写真および献立をサークル K サンクスに提出した。 
 
2-3．試食から販売商品決定まで 
 献立提出から約 2 週間後にサークル K サンクスの試作
品の 1 回目の試食会を行った。試食がおこなわれたのは、
弁当 3 種、おにぎり 3 種であった。丼やライスバーガー
およびちまきは、使用食材や調理工程の都合から商品化
が難しいと判断され試食には至らなかった。 
 サークル K サンクスから試作品と学生作成献立との相
違点、産地、価格などの説明の後、献立が採用された学
生からその献立についての特徴やこだわりなどの説明が
おこなわれた（写真 2）。その後実際に試食をし、彩り、
味、使用食材、食感、量、盛り付け方などについて学生
から様々な意見が出された。一部の意見についてはその
場で回答があり、食材入手や価格の都合から学生が希望
していた産地の食材が使用できないことや生野菜のほか
に衛生上使用できない食材があることなどが説明された。 
サークル K サンクス側が味付けの濃い薄いや付け合せ
の変更などの意見を組み入れた商品を再度試作し、1 週間
後に 2 回目の試食会がおこなわれた。 
 また、商品名についてこの期間に学生が考え、サーク
ル K サンクス側に提出した。 
 
  
 写真 2．献立の説明をしている様子（第 1 回試食会） 
 
 2 回目の試食会では、1 回目の際に不採用が決定したお
にぎり 1 種を除く、弁当 3 種とおにぎり 2 種の改良品を
試食した（写真 3）。再度、味、見た目、切り方、食材な
どについて意見を出した後、価格なども考慮してどの商
品を実際に販売するか、また使用する容器についての多
数決をとり決定した（写真 4）。 
 第 1 回の販売商品は、チキン弁当（じゃじゃ麺風味噌
使用）、直巻きおにぎり（鶏ごぼう竹の子ごはん）、直
巻きおにぎり（雑穀鮭ごはん）の 3 種類となった。 
 
  
        写真 3．試食の様子 
 
  
       写真 4．多数決の様子 
  
 学生による試作から販売品までの弁当の変更について
図 1 に示す。 
 
2-4．宣伝活動と販売 
共同開発商品は 6月 25日から 2週間限定で販売された。
期間中は地元テレビ局 1 局にて CM が毎日流れ、同局の
情報番組で 2 回取り上げてもらい、また、発売日当日に
はニュースが放映された。発売日当日、大学近くのサン
クス店頭で学生による商品の宣伝活動がおこなわれ、9:30
～12:30 まで 1 時間程度 3 人ずつ計 9 名が店のユニフォー
ムを着用し、通行人や利用客に声がけをした（写真 5）。
さらに、その日の午後に販売商品の基となった献立を作
成した学生がラジオに出演し、取り組みのエピソードや
商品の特徴についてコメントした（写真 6）。また、翌日
の地方紙の 1 面でも取り上げられた。 
大学内でも商品ポスターを掲示して周知したほか、販売 
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期間中に開催されたオープンキャンパスにおいても、食
物栄養学専攻の PR の１つとして高校生にお弁当プロジ
ェクトの紹介をおこなった。 
 
写真 5．店頭での宣伝の様子 
 
  
写真 6．ラジオ出演の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-5．報告会 
販売終了の約 2 週間後にサークル K サンクスから商品
の販売実績についての報告がおこなわれた。 
販売総数や販売推移のほか購入客層について報告を受
け、その内容を踏まえて第 2 回の商品開発をおこなうこ
ととなった。 
お弁当プロジェクト立ち上げから第 1 回の商品販売実
績報告会までの概要を表 1 に示す。 
 
表 1．共同開発の流れ 
月 作業 
4 月中旬 プロジェクト参加者募集・決定 
献立作成 
4 月下旬 献立取りまとめ 
5 月上旬 サンクスによる学生へのプロジェクト説明会 
グループ編成 
献立決め・献立修正（グループごと） 
市場調査 
献立再修正 
試作（学生）・試食・献立修正 
献立・試作写真提出（大学→サンクス） 
5 月下旬 第 1 回試食会 
商品名（案）提出（大学→サンクス） 
第 2 回試食会 
6 月中旬 宣伝関連の担当学生決定 
6 月 25 日 第 1 回共同開発商品発売（～7 月 8 日） 
7 月下旬 報告会 
 
 

 
  
① 学生の試作品      ② 1回目試作品     ③ 販売品 
   
 ・衛生上、豆腐の使用不可   ・豆腐の代わりにひき肉     
   ・クルミの使用ができない   ・クルミの和え物の代わりにナムル      
                 ・ほうれん草の色が悪い   ・ほうれん草の代わりに菜花 
                    ・和食にパスタは合わない   ・パスタをやめて金平ごぼう 
     ・煮物がしょっぱい    ・煮物を少し薄味に 
図1．チキン弁当（じゃじゃ麺風味噌使用）の変更 
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3．販売実績 
6 月 25日～7月 8日に販売された第 1回の共同商品の販
売実績結果を表 2、図 2 に示す。 
  
表 2．第 1 回共同開発商品販売実績 
商品名 売価 販売総数 販売金額 
チキン弁当 ¥498 1,700 個 80 万円 
鶏ごぼう竹の子ごはん ¥135 4,600 個 59 万円 
雑穀鮭ごはん ¥110 7,100 個 74 万円 
数値は概算   （データ：サークル K サンクス提供） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．販売推移（第 1 回） 
 
 販売金額では単価の高いチキン弁当（じゃじゃ麺風味
噌使用）が最も高く、販売総数では直巻おにぎり（雑穀
鮭ごはん）が最も多かった。 
 他のコンビニ弁当の購入客層は、男性 84%、女性 16％
であるのに対し、チキン弁当は女性が 20％であった。ま
た、おにぎりの購入客層は男性 75%、女性 25％であるの
に対して、鶏ごぼう竹の子ごはんと雑穀鮭ごはんはそれ
ぞれ女性が 30%、33%であった。3 商品とも同種の商品と
比較して、女性の特に 20～30 代の若い世代の購入層割合
が高かった。このことから、学生やその友人が積極的に
購入したことや商品が学生と同世代の客層に受け入れら
れたことが考えられた。 
 販売推移をみると、チキン弁当は発売 1 週間後には初
日の 2 割までに落ち込んでおり、リピーターがあまりい
なかったことが推察される。弁当購入者へのアンケート
で（結果未公表）味などの満足度が高めだったことと価
格が高いという回答が多かったことから、価格が高いこ
とがリピート購入されなかった一つの大きな原因である
と考えられる。 
 その一方で価格が比較的安い直巻おにぎり（雑穀鮭ご
はん）は販売第 2 週目も初日の 7 割を保っており、多く
の人に支持され、またリピート購入しやすい商品であっ
たと考えられる。 
 
4．第 2回共同開発商品 
第 2 回の商品についてはサークル K サンクス側から大
まかな設定として、①岩手県産ひとめぼれを使用②幕の
内形式の弁当③女性も買える男性向けの商品④秋らしい
商品ということが提示された。 
学生の試験期間中であったこともあり、学生から提案さ
れた献立は、弁当 1 種、おにぎり 5 種であった。1 回目と
同様に、学生による試作・献立修正、サークル K サンク
ス側試作品の試食会 2 回を経て最終的に販売されること
となった商品は、まぐろカツ&ハンバーグ弁当、直巻おに
ぎり（きのこ炊き込みご飯）、直巻おにぎり（雑穀しら
すわかめ）の弁当 1 種、おにぎり 2 種であった。 
第 2 回の共同商品の販売実績結果を表 3、図 3 に示す。 
 
表 3．第 2 回共同開発商品販売実績 
商品名 売価 販売総数 販売金額 
まぐろカツ& 
ハンバーグ弁当 
¥498 1,900 個 95 万円 
きのこ炊き込みご飯 ¥110 6,300 個 69 万円 
雑穀しらすわかめ ¥118 3,800 個 45 万円 
数値は概算   （データ：サークル K サンクス提供） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3．販売推移（第 2 回） 
 
販売金額は第 1 回と同様に単価の高い弁当が最も高く、
販売総数は前回よりも多かった。主菜が 2 種類でボリュ
ームのある弁当だったこともあり、購入客層は男性が
87%で、特に 20～40 代の男性が多く（全体の 74%）、男
（データ：サークル.サンクス提供）
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性向けの商品として受け入れられたと考えられる。 
販売総数は直巻おにぎり（きのこ炊き込みご飯）が最も
多かった。前回最も販売数の多かったものよりは少ない
ものの、2 週間売り上げがほぼ横ばいで定番商品と同様の
推移がみられ、一般に受け入れられた商品であると推察
された。 
もう一方のおにぎりと弁当についても販売推移は、前回
に比べて落ち込みが緩やかであった。 
 
5．成果と課題 
1 回の商品開発に約 3 ヶ月の期間を要した。その中で学
生による献立作成や試作・検討に充てられたのは約 1 ヶ
月であり、空き時間や放課後を利用しての取り組みは大
変であるように見受けられたが、第 1 回の販売終了後の
学生アンケートでは回答者のほとんどが「楽しかった」
と回答しており、好意的に商品開発を取り組めたようで
あった。 
入学してから栄養価を基準に近づける献立を多く作成
してきた学生にとって、コンビニスストアの弁当はまっ
たく異なる制限の中での献立作成であり、とても良い経
験になったと思われる。例えば、授業では適温給食（温
かい物は温かく、冷たい物は冷たく提供する）を 2 時間
以内に喫食するということを前提にした献立作成をおこ
なっているのに対し、コンビニエンスストアの弁当は常
温に近い温度で流通され 2、3 日の消費期限があるもので
あるため、衛生上使用できる食材の制限が多く、また味
付けも濃いめに作るなど大きな相違点がある。さらに、
喫食する対象者が決まっている給食とは異なり、ニーズ
が売り上げに直結するため、見た目、味だけでなく価格
もニーズに合ったものである必要があることなど、授業
では学べない多くのことを学生は実感することができた
ようであった。 
また、説明会や報告会の際に商品開発の流れ、商品作り
における制限、コンビニエンスストアの利用客層、フラ
ンチャイズについて、ポイントカードの仕組みなどの説
明もあり、普段利用しているコンビニエンスストアの
様々なことを知ることができ、良い学びの機会になった
ように見受けられた。 
一方で本プロジェクトは有志による取り組みのため、3
回の商品開発に取り組む中で、積極的に献立作成や試作
をおこなう学生と徐々に参加しなくなっていく学生がお
り、作業の負担が一部の学生に偏ってしまったことが課
題点として挙げられる。メンバー全員が同様に協力し合
って取り組めるような指導と調整の方法を担当教員とし
て考えていきたい。 
現在進行中の第 3 回の商品開発やアンケート結果につ
いては次の機会に報告することとし、今回の報告を終え
る。 
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